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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、東京都特別区(23区)保健師と7大学教員の協働により、保健師選択
制導入による成果を評価することである。学生・保健師・教員を対象とし、保健師選択制実習導入前の2013年度
から導入後の2014、2015年度に、厚生労働省の示した「保健師教育の技術項目と卒業時の到達度」（技術項目）
の98項目を学生が到達できたかどうかを調査した。その結果、学生が技術項目を到達できたと回答した割合の98
項目の平均は、各対象とも、選択制後に有意に上昇し、改革による一定の成果が得られたと考えられる。研究は
保健師教育改革の成果を精度の高い多くの情報で示し、今後の保健師教育の評価や質向上に寄与すると考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to evaluate the educational outcomes after introducing 
undergraduate public health nursing electives based on collaboration with public health nurses and 
faculties in special wards in Tokyo. In order to compare the students’ levels of achievement in the
 98 skills presented by the Japanese Ministry of Health, Labour, and Welfare before and after the 
introduction of electives, fourth-year students, teachers and public health nurses groups were 
surveyed in 2013(pre-elective), 2014 and 2015 (post-elective). The average rates of students’ 
achievement on 98 items were significantly increased after the educational reform in all three 
participant groups. This study demonstrated the public health nursing education improvements based 
on accurate data and its contribution to the evaluation and improvement of future public health 
nursing education. 

研究分野： 公衆衛生看護学
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１．研究開始当初の背景 
多様化し複雑化する国民の健康課題へ対

応できる質の高い保健師の養成が求められ
る中、保健師助産師看護師法が改正された。
これにより、これまで看護系大学で必修とさ
れていた保健師養成課程は、2011 年度入学生
から学内で選抜された者もしくは希望者が
同課程を選択する選択制が可能となった。こ
れは 1948 年に同法が制定されて以来の大き
な改革である。 
東京都特別区（23 区）内の大学では、看護

系大学数の急増に伴い、保健師教育機関と実
習受入れ機関との協議により、全国に先駆け
て、2011 年度入学生（2014 年度 4 年生）か
ら、保健師の質を高めるために実習の受入れ
学生数を制限することが合意された。それに
伴い、特別区内の多くの大学が、従来の学部
で全員が保健師と看護師の両方の資格を取
得する統合カリキュラムから、少数精鋭で保
健師教育を行う選択制へと移行した。先駆的
な試みの成果を適切に評価する必要がある
と考えられる。 
現代の教育評価においては、到達目標を基

準にそれに到達しているかどうかを評価す
る到達度評価が重視されている。また、大学
における保健師基礎教育の包括的評価に関
する過去 10 年間の国内外の文献検討による
と、これまでの研究は、対象が一教育機関の
学生に限定された一時点での調査が多かっ
た。そこで今後は、到達度を活用し、複数の
視点による経験的な調査が必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、特別区保健師と 7 大学教

員との協働に基づき、学生の到達度を学生・
教員・保健師を対象として多角的・経年的に
評価し、保健師選択制導入による成果と今後
の課題を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
本研究は特別区の保健師と7大学の教員と

の協働により、無記名自記式の質問紙調査を、
選択制導入前の2013年度から導入後の2014、
2015 年度に実施した。 
対象は以下の 3者となる。 

① 特別区内 7大学の学生で、2013 年度は統
合カリキュラムで学年全員が履修したた
め 663 名、2014 年度からは 1 校 20 名以
内の選択制となり 136 名、2015 年度 140
名。 

② 上記大学の地域看護学（公衆衛生看護学）
教員で、2013年度20名、2014年度25名、
2015 年度 25名。 

③ 23 区内で学生実習を指導した保健師、各
施設 1名で、2013 年度 86名、2014 年度
86 名、2015 年度 78 名。 

質問項目は、上記三者に対し、厚生労働省
の示した「保健師教育の技術項目と卒業時の
到達度（以下、技術項目）」98 項目を、学生
が到達できたかどうかを確認した。この技術

項目は、デルファイ法を用いた麻原らによる
全国調査 1)を基盤に厚生労働省が修正・通知
したものであり、エビデンスに基づいた国の
指標であると言える。さらに学生に対しては、
家庭訪問などの実習体験項目 15 項目を体験
できたかどうかを確認した。 
データ収集後、単純集計、対象ごとの経年

的な比較を行った。 
 
４．研究成果 
(1)回収結果 
 三者の回収結果は表１のとおりである。 
 

表１ 回収結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1)2014,2015 年度において保健師は選択制以外の学生も指導し 

ているため分析対象は選択制学生を指導した保健師とした。 

 
(2)調査結果と考察 
調査の結果、学生が技術項目を到達できた

と回答した割合（到達割合）の 98 項目の平
均は、学生からの回答では、選択制導入前の
2013 年度は 67.9%であったが、選択制導入後
は 2014 年度 72.6%、2015 年度 72.6%となり、
選択制導入後に有意に上昇した。保健師、教
員を対象とした調査においても選択制導入
前は 40％前半であったが、選択制導入後は
60％前後となり、選択制導入後に有意に上昇
していた（図１、表 2）。選択制導入後も到達
割合が低かった項目には、施策化に関する項
目などが含まれていた。また、学生を対象と
した体験項目の調査結果に関しても、選択制
導入後に体験した割合（体験割合）の平均が
有意に上昇していた。 
以上の結果から、到達割合・体験割合は選

択制導入後に、有意に改善していた。この要
因として、選択制導入後は保健師への志向性
や意欲の高い学生が多いことや、講義・実習
を充実させたことが関連していると考えら
れる。他方で、選択制になっても、学生の到
達割合は 7 割、保健師・教員の到達割合は 6
割程度であり、全ての項目を到達することが
難しいのが現状であった。この要因には、学
部の中で保健師基礎教育を行う場合の時間
的制約も影響していると考えられる。 
 
<引用文献> 
1)麻原きよみ、大森純子、小林真朝、他、保
健師教育機関卒業時における技術項目と
到達度、日本公衆衛生雑誌、Vol.57、No.3、
2010、 184-193. 
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図 1 到達割合 98 項目平均の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２ 到達割合 98 項目平均 各年度の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
1)検定は、ANOVA 後 Bonferroni の多重比較による。 

p<0.05 のみを示した。 

なお、2014×2015 年度は有意差はなかった。 

 
(2)成果の共有と改善 
調査結果を、論文や学会発表に加えて、特

別区の保健師と教員が一堂に会する「特別区
公衆衛生看護学実習を考える会」で報告し、
今後の改善方法を検討した。例えば到達割合
の低かった施策化に関しては、各実習機関や
大学での教育方法の工夫を共有するなど、具
体的な改善方法を検討し、教育内容の改善に
努めた。 
 
(3)受賞 
以上の活動が認められ、以下の二つの学会

にて表彰を受けた。 
 

①第 4回日本公衆衛生看護学会学術集会 優
秀ポスター賞受賞：鈴木良美、岸恵美子、
宮城真樹、梅田里衣、麻原きよみ、特別区
で先駆的に実施した保健師選択制実習の
成果と課題：第１報 学生の自己評価から 

②2016 年度日本公衆衛生学会 奨励賞受
賞：鈴木良美、先駆的に保健師選択制を導
入した自治体と大学との協働による学生
の技術到達度評価 
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